
食と農のあるべき姿を求めて・有機農法の実践者として 

 宮城県大崎市 佐々木陽悦 

はじめに 

 農薬による食の安全と生産者の健康被害から農薬問題に取り組む 1970 年代後半 

 有機農業運動との出会いが農法を変える              1978 年 

1、 地域ぐるみの危険な農薬を排除する運動に  

パラコート、ダイオキシン系農薬、空中散布反対運動 

有機稲作の始め  ２０ａで 手押し除草機、手取り除草     1980 年 

生協との出会い（みやぎ生協、東都生協）野菜産直の開始     1981 年 

2、生協との産直米提携の開始（みやぎ生協、コープさっぽろ）    1989 年  

  有機農業から地域ぐるみ取り組む農薬化学肥料節減の農法に動く 

3、環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質）が有機農業に再び向かう  1998 年 

 地域ぐるみの有機栽培米の拡大運動 

 有機稲作技術の確立へ 

 〇種子消毒に温湯消毒器の導入（タイガーカワシマ第一号機）   1999 年 

 〇育苗技術の確立 プール育苗 

 〇抑草技術 

  深水管理、米ぬか、屑大豆等を使い酸素欠乏、光合成細菌やラン藻類による光遮断  

  乗用除草機の導入                      2004 年   

 生物多様性豊かな水田農業が確立された  

 Δ困難な管理作業・・・深水が安定的に確保できない 

5、大区画圃場整備後の有機稲作 新しい有機稲作技術の必要性   2010 年後半 

 〇パイプラインによる深水管理が安定して可能に 

 Δ土壌の劣化、生物多様性破壊、魚類、カエル等の減少、イトミミズなどの減少 

 対応 水田魚道の設置・・・水路から魚介類が減少効果半減 

  アイガモロボットの試験                   2022 年 

6、持続的有機稲作経営のための課題 

  安定的な有機稲作技術の確立には 

   生産者と研究者の提携による技術の確立、指導体制 

   乗用除草機が使えない水田の解消 

   生物多様性（ドジョウやフナ、メダカが産卵する水田）豊かな河川、水田 

  化学分析と貫入式土壌硬度計による土壌調査 120 件余      2022 年 

  不安定な収穫量、経営を支える支援、消費者の理解と購入行動 

              


